
保育職や子どもに関わる方々に向けた造形講座です。
今回は画用紙を使った紙製作の技法を紹介します。基
本から応用まで環境の整った大学の図画工作室で楽
しく学びませんか。新年度の保育にいかせることを
願って開講します。

講義時間：10時55分～12時25分
開 講 日：1/25㊏（全1日間1回）

短期大学部／保育科

保育者のための造形講座
・・・画用紙の紙製作

受講料 1,000円 定員 15名

街中に多くの古墳が残る古市古墳群。実際に歩くことによって
世界に誇る素晴らしさを体感していただくとともに、目に見え
ない足元に眠る古墳についても紹介し、これまでとは違った
古墳の見方をみなさんにお伝えします。
前期で大好評だった「古墳を知る」のパート２です。（初めての
方も楽しめる内容となっています。）
※集合・解散場所は追ってご連絡いたします。
　（近鉄土師ノ里駅 予定）
講義時間：13時00分～16時30分
開 講 日：11/24㊐（全1日間1回）

文学部／日本学科

考古学研究者と歩く世界遺産
「百舌鳥・古市古墳群」
古市古墳群で知る古墳の見方講座テーマ

受講料 1,000円 定員 20名

大阪は、水運に支えられ経済と文化の中心的都市として
発展しました。本講座では、古代大阪平野の成り立ちが
良くわかる場所を巡るとともに、まちなかの遺物から
大阪の歴史を確認します。地形図、錦絵や浮世絵と
いった資料を片手に水都大阪を巡る旅に一緒に出かけま
しょう！※集合・解散場所は追ってご連絡いたします。
講義時間：13時00分～17時00分
開 講 日：11/9㊏（全1日間1回）

文学部／日本学科

近畿を知るまち歩き（1）
―大阪ミナミ界隈―
大阪の歴史的変遷―人と物の集まる場所―講座テーマ

受講料 1,000円 定員 20名
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いくつになっても動ける体、健康で若々しい体をめざします。
ストレッチで体を伸ばした後、筋力や体幹を少しずつ鍛えて
いきます。体が硬い方や、体力のない方でも、無理なくできる
レベルからスタートします。皆様ご一緒にトレーニングをして
みませんか？　
※受講料は1回1,200円で、参加日に受付にて毎回お支払い
いただきます。
持ち物：上靴、タオル、飲料
講義時間：9時30分～10時30分
開 講 日：10月～3月毎週金曜日（11/15、12/27、1/3、1/10、3/21、3/28日除く）（全20日間）

パーソナルトレーナーが教える
やさしい筋力・体力トレーニング（随時参加可能）
加齢による身体機能の低下を防ぎ、
メタボ改善、減量などを目指す！講座テーマ

受講料 1,200円/回（当日現金にてお支払い） 定員

おなかの底から声を出すと、気分も晴れやかになります。そして、
多くの声の響きに包まれると、心も身体も不思議と癒されます。
初心者の方も大歓迎です。日本の歌、世界の歌、懐かしい歌を
みんなで歌いましょう。最終日には皆さんの歌声を披露する
発表会もあります。
※別途、テキストをご購入ください。
　（愛唱名歌　増訂版　野ばら社 約1,000円）
講義時間：10時55分～12時25分
開 講 日：11/6㊌、11/13㊌、11/20㊌、12/4㊌、12/11㊌、12/18㊌、

1/8㊌、1/22㊌、2/5㊌、2/12㊌、2/26㊌、3/5㊌（全12日間12回）

楽しく歌おうコーラス講座

声の響きを楽しもう！講座テーマ

受講料 20,400 円 定員 20名

20名
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内本　久美　講師

辰巳　俊輔　講師

齋藤　鮎子　講師

川勝　憲司　講師

木下　裕子　講師

子どもが、夢中になる紙製作について学ぼう講座テーマ

　後期テーマは「女性と仏教」とします。今年度は、平安時代の女性たちの『法
華経』信仰について考えるものとします。『法華経』の教えとはどのような
ものなのかをご理解いただいた上で、『法華経』が平安時代の貴族女性の精
神生活や社会的役割にどのような影響を与えたのかを見ていきます。さら
に、女性たちの信仰実践が、どのような仏教美術を生み出したのかも見て
いきます。現在、修復の過程で、調査研究が進められている四天王寺所蔵
の国宝『扇面法華経冊子』についてもご紹介します。

2024年度後期

テーマ「女性と仏教」
　　　―  平安時代の女性の『法華経』信仰をめぐって ―

時間：13時30分～15時00分

無
料

大乗仏教の根本聖典である法華経に説かれた教義、思
想の特徴について概説します。特にその中心概念であ
る久遠実成の釈迦とは、悉皆成仏の思想とは何か、法
華七喩の内容も参照しながら、その教えの全容を学び
ます。

土
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30

『法華経』の教えとは
―久遠実成と悉皆成仏について―

藤谷 厚生　教授
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女性には「五障」があるために、その往生には「変成男
子」が必要だといわれることがあります。平安時代の
女性たちは、この問題をどのように意識していたので
しょうか。平安貴族女性の『法華経』信仰のあり方か
ら、探ってみましょう。

土
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平安時代の女性と仏教
―『法華経』信仰をめぐって―

南谷 美保　教授

B
講座No.

『法華経』には、それをそのまま絵画に表現すること
ができるような視覚的な比喩が多く、かつ、美しく経
典や仏堂を荘厳することが功徳になると説かれていま
した。貴族女性たちもそうした創作活動に関わってい
ました。平安時代の『法華経』に関わる、きわめて繊細
で優美な仏教芸術をご紹介します。

土
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『法華経』信仰の芸術
―美しければ美しいほど功徳がある―

南谷 美保　教授

C
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本講座では、平安時代における法華経美術の優品とし
て知られる国宝「扇面法華経冊子」（四天王寺所蔵）を
ご紹介します。制作背景に関する様々な説を取り上げ
ながら、本作品がもつ魅力についてお話します。

土
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国宝「扇面法華経冊子」
（四天王寺所蔵）について

河合 由里絵　講師

D
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四天王寺五重塔をはじめとする中心伽藍は、幾度も被
災・炎上しており、現在のものは1959年SRC造の再
建です。2022年に国登録有形文化財に選ばれました。
改めて五重塔を中心に文化財としての魅力をご紹介し
ます。

土
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学生の展示公開
（近現代建築としての四天王寺五重塔）

田中 誠　講師 / 渡邉 慶一郎　講師 / 南谷 美保　教授
学芸員養成課程修了予定学生

E
講座No.

たいし塾
開催場所：四天王寺大学


